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株式会社 構造ソフト 

 今月のイチオシ 
 

 

拡張情報              Q&A（適判等からの指摘事例） 

「BUILD.一貫Ⅴ」（Ver.2.450） ・・・P1 「BUILD.耐診」 Q&A  ・・・P5 

 
 

◆「BUILD.一貫Ⅴ」（Ver.2.450） 

・断面計算結果の検定比を集計した「検定比のまとめ出力」を計算書に出力できるようにしました。 

これまで、断面計算結果を視覚的に確認する際には、計算結果の図化出力で検定比図をフレームごとに確認していただいておりましたが、階毎に

検定比を集計する「検定比のまとめ出力」を計算書に出力できるようにしました。2020 年 2 月にリリースした「BUILD.一貫Ⅴ」（Ver.2.450）から

ご利用いただけます。 

「検定比のまとめ出力」には、「検定比まとめ表」と「度数分布図」の 2 つの出力を用意しました。設計の途中段階において、建物全体で検定比がど

のくらいの値になっているのかを把握するのに適しています。 

 

・計算書の出力項目の設定画面で「検定比まとめ出力」にチェックをつけます。 

「検定比のまとめ出力」を確認するには、計算書の出力項目設定画面で「5.19. 検定比のまとめ出力」にチェックをつけます。その後、計算を実行す

ると、計算書に「検定比のまとめ出力」の項目が出力されます。 

 

 

チェック 
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・「検定比まとめ表」の使い方 

「検定比まとめ表」には、各階・部材の種類毎に、最小検定比、最大検定比、平均検定比の値、および、エラーの数を出力します。検定比は、メモ

リを用いた表現により視覚的にとらえることができます。最大検定比となる部材の位置を併記しているため、当該部材の断面計算結果を確認しやすく

なります。 

 

最大検定比となる梁の位置

を併記しているため、確認

しやすくなります。 

検定比が 1.0 以上になる

場合、メモリのマークに

［x］が入ります。この場

合、エラー数に NG とな

った部材の数が表示され

ます。 

検定比の横の[o]のマークは、検

定比の大きさを表すメモリで、

[o]が多く並ぶ程、検定比の値が

大きいことを意味します。 

検定比が 1.0 以上になる場合、

メモリのマークに［x］が入りま

す。この場合、エラー数に NG と

なった部材数が出力されます。 

各階・部材の種類ごとに、平均

検定比、最小検定比、最大検定

比の順に出力します。 

 

 

例えば、6F 階の大梁の曲げ検定比の最大値は 0.91 となっており、NG ではありませんが、1.00 に近い検定比を持つことがわかります。当該大梁

の位置は（Y3, X3）と出力されていますので、6F 階 Y3 通り X3 軸の大梁であると判断できます。 
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6F 階 Y3 通り X3 軸の梁の断面計算結果を確認してみます。右端断面の上端引張の曲げの検定比が 0.91 となっていることを確認できます。 

   

最大の検定比となる梁 
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・「大梁検定比（度数分布図）」の使い方 

「大梁検定比（度数分布図）」は、階毎に検定比の分布を、ヒストグラム（度数分布図）を用いて表現しています。グラフの縦軸は検定比の値

を、横軸は梁の数を意味します。 

 

階毎に、検定比の分布を出力します。 

縦軸は検

定比の値

縦軸は検定比の値を示します。 

横軸は梁の数を示します。 

 

 

 

以下の度数分布図では、6F 階の曲げ検定比が 0.4～1.0 の間にあること、6F 階のせん断の検定比が 0.9 以上になる梁が 6 つあることがわかり

ます。このように、「どのくらいの検定比になっているのか」を俯瞰してみたい場合は、度数分布図を利用することで簡単に確認できます。 

 

 

 

 

 

曲げの検定比は0.4～1.0の間にある。 

せん断の検定比が 0.9 以上となる

梁の存在を視覚的にとらえること

ができます。 

 

 

・「検定比のまとめ出力」に使用する値 

検定比のまとめ出力では、長期の検定比、短期の検定比のうち大きいほうの値を採用します。 
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◆「BUILD.耐診」 Q&A（適判等からの指摘事例） 

タイトル：「第 2種構造要素の判定」の「検討柱一覧」の出力の意味を説明するように指摘されたた 

Ｑ．評定委員会より、計算書の「第２種構造要素の判定」の「検討柱一覧」の出力について、残存軸耐力 Nr＞作用軸力 N になっているという意

味でしょうか？と指摘を受けました。「検討柱一覧」の出力の意味や見方について、以下の例で教えて下さい。 

【例】 

 

 

A．「F」に出力している値が、柱そのものの F 値です。今回の例の場合は、柱そのものの F 値が 1.00 です。 

「LimF」に出力している値が、その部材の終局限界変形(F 値) です。今回の場合は、3.00 です。 

「LimF」の F 値の変形までは、軸力が負担できることを意味しています。 

今回の場合は、判定方法が B ルート（周辺部材との軸力を考慮した判定方法）ですので、周辺部材の軸力負担まで考慮すると、F=3.00

まで軸力が負担できることを意味しています。 

Nr が検討柱単体の Nr ではなく、周辺部材の軸力負担も含んだ Nr ということですと、F=3.00 の状態まで、Nr＞N ということになります。 

周辺部材の軸力負担を考慮しない場合（検討柱単独での Nr）では、Nr＜N となる可能性もあります。 

周辺部材の軸力負担の内容については、ご質問の出力例に引き続いて出力される「検討柱詳細出力」で確認できます。 

 

 

 

 

 

 
※ 弊社ホームページの Q&A では、この他にも、適判定等からの指摘事例の Q&A を約 175 件、通常の Q&A を 3380 件以上掲載しています

ので、ご活用下さい。なお、Q&A の閲覧にはサポート会員登録が必要です。 

http://www.kozosoft.co.jp/support/qa.html
http://www.kozosoft.co.jp/support/toiawase.html

